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パリの美術館「ルーヴル､オルセー､ポンピドゥー」では日本画(注 1)をほとんど見ない。同３館は









(注１) 「日本画」という言葉（概念）は、明治 15 年アーネスト・フェノロサが講演（英語で）の中で使い、そ
の翻訳語として現在に至っている（北澤憲昭｢『日本画』の転位｣ブリュッケ 2003）。本論でも日本画と記述す
る場合は、明治以降の日本画に特定する。 
(注 2) ルーヴル美術館は、中世から 1848 年までの西洋美術の作品、西洋美術に先立ち影響を与えた古代文明
の作品、イスラム美術の作品を、8 つの部門に分類し展示している。各部門は、学芸員や収集家、寄贈者との


















１ 「ルーヴルに日本画がない」という疑問から  
斉藤氏から「ルーヴルに日本画がない」という話の後、文章を送ってもらった。 
 


























































  1978.3 東京藝術大学日本画専攻卒、1980.3 同大学院修了 
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跡見学園女子大学文学部紀要 第 51 号 2016 
 
（表１） 









倫明 1984、「自然観照の精神」永井信一 22 頁）。また、日本画家ではないが、藤田嗣治は、作家と
してパリで作品を売って自活できた最初の日本人である。彼ら三人の成功から日本画の魅力を考えて
みる。 
(注 3)「動物画家・山口華楊」展 昭和 57(1982)年､パリ・チェルヌスキ美術館、「白い馬の見える風景」展 同





















（図２）などである。                  

















































































































































跡見学園女子大学文学部紀要 第 51 号 2016 
 
ギメ東洋美術館 学芸員インタビュー（抜粋）より 
日 時：2015 年 10 月 21 日（水） 14 時~15 時 30 分 



































































跡見学園女子大学文学部紀要 第 51 号 2016 
 
※ギメ美術館東洋美術館について 
学芸員は 10 名。（日本担当の学芸員はエレーヌ氏一人）、全体職員は 120 名である。 
 




 ● フランスの専門家の間では「日本画」は明治時代のある一定期間の絵画を指す。 
 ● 一言で岩絵の具を使った絵画の印象を表現するのは難しい。 





























































































































 ドラッガーがその著『すでに起こった未来』（1994.11.24 ダイヤモンド社）11 章「日本画にみる日





























・日本の美術品は、20,000 点 (1991 年から 2015 年夏までにカウントした点数） 
そのうち、絵画は 600 点（その中で、450 点が掛物） 
・日本画（明治期以降のもの）は 11 点（その内訳は、5 点がオルセー、6 点がポンピドゥーから委
託作品である） 
・富岡鉄斎は、20 点の掛物があり、そのうち現在 15 点が展示されている。 
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